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（2026 年 7 月 27 日更新） 

 

日本の救急蘇生法ガイドラインが 2026 年 7 月に改訂された．変更点は以下の通りであ

る． 

 

胸骨圧迫比率（Chest Compression Fraction: CCF）の設定 

CPR（心肺蘇生）では，胸骨圧迫のほかに人工呼吸や AED 操作など様々な処置を行うが，

その間は胸骨圧迫が中断される．CPR においては中断時間が短いほど蘇生率が高くなるた

め，中断を最小限に抑えることが望ましい．CPR 総時間のうち，実際に胸骨圧迫を行って

いる時間の割合を「CCF」と呼び，CCF を 60％以上に維持することが推奨された． 

◆P.101～105 【50】成人の一次救命処置（BLS） 

 

バッグ・バルブ・マスク（BVM）の基本化 

2025 年版ガイドラインにおいて，医療従事者による人工呼吸は BVM の使用が基本と位

置付けられた． 

◆P.35 【16】歯科治療時の全身的偶発症 

◆P.101～105 【50】成人の一次救命処置（BLS） 

◆P.106～107 【51】乳児・小児の一次救命処置 

 

乳児に対する胸骨圧迫手技の変更 

乳児に対する 1 人での胸骨圧迫では，長年にわたり「2 本指法」が用いられてきた．しか

し，2025 年版ガイドラインでは「胸郭包み込み両母指圧迫法」または「片手法」を行うこ

とが推奨された． 

◆P.106～107 【51】乳児・小児の一次救命処置 

 

（佐久間 泰司） 


